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入学者受入れの方針【アドミッション・ポリシー（ＡＰ）】

本研究科は、修了認定・学位授与の方針（DP）および教育課程編成・実施の方針（CP）に基づき、社会で活躍できる高度な専門知識などについて修得する。入学者には次のような学力を有した人材を求める。

   1.日本文化、日本語・日本文学、心理学に関する幅広い分野において必要となる専門的知識・技能を身に付けようとする意欲を有する。（知識・技能)

   2.専門的知識を用いて、実社会の多様な課題に対して多面的・論理的に考え、その考えた内容をわかりやすく説明しようという意欲を有する。（思考力・判断力・表現力)

   3.自己の判断と責任をもって行動し、自ら進んで他者と競争して地域や社会の活性化に貢献する強い意欲がある。（主体性・協働性・倫理性)

下線：必修科目

令和7年度入学生 人間科学研究科 人間科学専攻　カリキュラムフローチャート
修了認定・学位授与の方針【ディプロマ・ポリシー（DP）】

本研究科では、人間の心理と日本語・日本文化における幅広い知識を身に付け、自身の専門分野を基軸に、修士（文学）に相応しい優れた研究能力と高度な専門的知識を素養として、社会の発展に貢献できる人材を育成することを目指す。

この基本理念を基に、以下を満たした学生に修了を認定し、学位を授与する。

　知識・技能　                  　1.日本文化、日本語・日本文学、心理学に関する幅広い知識を基盤に、高度かつ専門的な知識と技能を身に付けている。

                                      2.専門分野に関する諸問題を最新の学問的成果を踏まえて理解し、研究を遂行できる能力を身に付けている。

　汎思考力・判断力・表現力   専門分野の諸問題に対して、各研究分野で培った高度なコミュニケーション力、論理的思考力を用いて、合理的、効果的に課題解決ができる能力を身に付けている。

  主体性・協働性・倫理性　    自身の専門分野を研究する者として相応しい素養や倫理観、責任感を持ち、地域や社会の動向を踏まえて現場で必要とされる実践力を身に付け、他者と協働し社会の一員として適切な行動ができる。
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人間科学基礎特論

日本古代文学特論Ⅱ

日本中近世文学特論Ⅱ

日本近代文学特論Ⅱ

日本語学特論Ⅱ

漢文学特論Ⅱ

中国書道史特論

保健医療分野に関する理論と支援の展開

福祉分野に関する理論と支援の展開※

教育分野に関する理論と支援の展開※

心理的アセスメントに関する理論と実践

心理支援に関する理論と実践

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する

理論と実践Ⅰ(臨床家族心理学特論)※

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する

理論と実践Ⅱ(グループ・アプローチ特論)※

専門教育科目

(臨床心理研究分野)

共通科目

専門教育科目

（日本語・日本文学研究分野）

日本古代文学演習

日本中近世文学演習

日本近代文学演習

日本語学演習

漢文学演習

修了研究科目

２年後期：修了研究Ⅱ

２年前期：修了研究Ⅰ

授業科目名の末尾に「※」がある科目のうち、他分野で6単位以上修得すること。日本古代文学特論Ⅰ※

日本中近世文学特論Ⅰ※

日本近代文学特論Ⅰ※

日本語学特論Ⅰ※

漢文学特論Ⅰ
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司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

産業・労働分野に関する理論と支援の展開
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心の健康教育に関する理論と実践


